
 

 

 

 

 

 

 

 

「今年も「感謝」の一年に」 

校長 髙橋 健志 

新しい年が始まりました。昨年は、３月から約２ヶ月の臨時休校を経て、新しい生活様式の中で過ごしてきまし

た。行事の縮小や変更を余儀なくされましたが、できる範囲で子供も大人も精一杯頑張った一年になりました。今

年の干支「丑（うし）」の特徴は、干支の２番目で、子（ね）年に蒔いた種が芽を出して成長する時期とされていま

す。そして、丑年には、先を急がず目前のことを着実に進めることが将来の成功につながっていくとも言われてい

ます。子供たちには、粘り強く、一歩一歩力が付けられるよう教育活動を進めてまいります。 

さて、昨年１２月１３日に「ふるさと利島に思いを寄せる日」が地域交流会館で開催され、多くの児童・生徒、保

護者、教職員が参加しました。利島村伝統文化芸能実行委員会の皆様、そして朝早くから餅つきや子供たちへのお

土産の準備をしてくださった皆様ありがとうございました。餅つきも御

祝い杖も、子供たちに良い思い出として残るだろうと感じました。そし

て、開会の言葉で、生徒会長が、次のように立派に話したことが、印象に

強く残りました。 

「今日は、ふるさと利島に思いを寄せる日です。私たちのふるさとであ

る『利島』の歴史や文化を知り、体験し、そして楽しむ機会にしてくださ

い。また、昨年度は新型コロナウイルスの影響で実施できませんでした

が、たくさんの方々の協力によって今回行うことができました。ぜひ感謝

の気持ちを忘れず、自分たちにとって心に残る一日にしてください。」 

本日の始業式で、私は、「人が流す汗を感じられる人になってほしい。」と話しました。学校がきれいになっている

のも、授業が受けられるのも、家のごはんや給食が食べられるのも、毎日当たり前のように行われていることも、汗

を流して働いてくれている人がいるからこそです。学校では、朝８時から教職員の打ち合わせが行われますが、そ

れが終わると私は各教室を回ります。読書をしている子もいますし、早めに掃除を始めている子もいます。利島小

中学生の掃除は、とても丁寧で、階段のすみの方まで小さいほうきでゴミをとっています。毎朝ありがとうという

気持ちになります。いつも元気にあいさつしてくれる子供たち、毎日子供たちを元気に送り出してくださっている

保護者の皆様、毎日朝早くから校舎中を消毒してくれている副校長先生、子供たちのために毎日奮闘している先生

方、ありがとうございます。本校の教育目標である「自立」とは、私たちを支えてくださっている方々の思いや行動

に気付き、「感謝の気持ちを忘れず」、日々自分がすべきことを続けていけることだと考えています。保護者・地域の

皆様と共に、引き続き子供たちの育成に全力で取り組みます。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 
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小学校体育主任 尾形 陽香  中学校体育科 石田 拓海  

12 月５日(土)、毎年恒例のロードレース大会が行われました。 

小学校は、今年度も「大島一周道路コース」を用いて 11月の２

週目から４週間にわたって練習を行いました。「もう少しで大島公

園だ！」「バウムクーヘンまでしか行けなかった。」「今年は２周目

まで突入しました！」とそれぞれが大島一周の旅を活用したり楽

しんだりしながら、長距離走に親しむ姿が見られました。中休み

の練習では時間走を行い、初めは３分から、後半は７分まで増や

していきました。それぞれが前向きに取り組むことができ、練習

を重ねていく上で自分に合ったペースを把握していきました。実

際にロードレースコースで行った練習に成果が生かされ、回数を

重ねる度に記録を向上する児童がほとんどでした。 

 中学校は、期末考査が終わってから長距離走に取り組み

ました。昨年の 5000ｍ走や授業開始の際に行った 1000m 走

の記録をもとに目標を設定し、コースを実走して長い坂や

平坦な道などの走り方を考えるとともに、インターバルト

レーニングやレペティショントレーニングを重ねて当日に

向けて準備を進めていきました。過酷な 5000m の坂道でし

たが、数回の練習で感覚をつかみ、自分なりに勝負する地点

や我慢する地点を考えて走ることができました。 

 当日は小雨で児童・生徒の健康面や路面の悪条件も懸念

されましたが、自己記録を更新した児童・生徒も多く、またケガもなく終えることができました。 

 最後になりましたが、今年もロードレース後にＰＴＡの方々が小中学生のために豚汁を用意していただきました。

また、建設関係の方々には車両の配慮をしていただき、藤井ＰＴＡ会長にはゴールの補佐をしていただきました。

新型コロナウィルスの影響により運動会と同様、一般の方の参加はありませんでしたが、沿道では多くの村民の方々

が熱い声援を送ってくださいました。行事を通して、改めて地域の方々に支えられて教育活動が成り立っているこ

とを感じました。ありがとうございました。 

  

《歴代記録を更新しました！》 

https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=https%3A%2F%2Fpreviews.123rf.com%2Fimages%2Fbokica%2Fbokica1306%2Fbokica130600001%2F20242611-10-%25E9%25AB%2598%25E5%2593%2581%25E8%25B3%25AA%25E3%2583%259E%25E3%2583%25A9%25E3%2582%25BD%25E3%2583%25B3-%25E3%2583%25A9%25E3%2583%25B3%25E3%2583%258A%25E3%2583%25BC%25E3%2581%25AE%25E3%2582%25B7%25E3%2583%25AB%25E3%2582%25A8%25E3%2583%2583%25E3%2583%2588-%25E3%2583%2599%25E3%2582%25AF%25E3%2582%25BF%25E3%2583%25BC%25E3%2581%2597%25E3%2581%25BE%25E3%2581%2599%25E3%2580%2582.jpg&imgrefurl=https%3A%2F%2Fjp.123rf.com%2Fphoto_20242611_10-%25E9%25AB%2598%25E5%2593%2581%25E8%25B3%25AA%25E3%2583%259E%25E3%2583%25A9%25E3%2582%25BD%25E3%2583%25B3-%25E3%2583%25A9%25E3%2583%25B3%25E3%2583%258A%25E3%2583%25BC%25E3%2581%25AE%25E3%2582%25B7%25E3%2583%25AB%25E3%2582%25A8%25E3%2583%2583%25E3%2583%2588-%25E3%2583%2599%25E3%2582%25AF%25E3%2582%25BF%25E3%2583%25BC%25E3%2581%2597%25E3%2581%25BE%25E3%2581%2599%25E3%2580%2582.html&tbnid=xUAcz2jmpkcWLM&vet=12ahUKEwjhveDE6tjtAhUNe5QKHRcQBQ8QMyhcegUIARCxAQ..i&docid=FbvGKHHJQqDh-M&w=1300&h=959&q=%E9%95%B7%E8%B7%9D%E9%9B%A2%E8%B5%B0%E3%80%80%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88&ved=2ahUKEwjhveDE6tjtAhUNe5QKHRcQBQ8QMyhcegUIARCxAQ
https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=https%3A%2F%2Fimages.assetsdelivery.com%2Fcompings_v2%2Fpredragilievski%2Fpredragilievski1510%2Fpredragilievski151000002.jpg&imgrefurl=https%3A%2F%2Flagoadaptrata8.blogspot.com%2F2020%2F04%2Fblog-post_726.html&tbnid=D1XNQiFgbSmPXM&vet=12ahUKEwj3tofM6djtAhUlIqYKHaJbCTEQMyg4egQIARA8..i&docid=s4chUdlxeAMypM&w=322&h=450&q=%E3%83%88%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%82%A2%E3%82%B9%E3%83%AD%E3%83%B3%E3%80%80%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88&ved=2ahUKEwj3tofM6djtAhUlIqYKHaJbCTEQMyg4egQIARA8


 

学習・進路部 尾形 陽香・佐熊 渓輔  

本校のキャリア教育の取り組みとして、「ふるさと教育」を「むかし」・「いま」・「みらい」の３年計画で実施し

ております。３年目の今年は、利島の“みらい”に焦点を当て、小学校低・中・高学年、中学生に分かれて体験活

動を取り入れながら学習をしました。 

 小学校１・２年生は、五洋建設の方を講師として、利島の桟橋について学習しました。五洋建設さんの仕事内容

や工事の映像から学んだことを「未来の桟橋」として絵に表しました。 

小学校３・４年生は、テーマを「椿」にして農協の加藤さんを講師として、椿の歴史や現状などの話を聞きまし

た。その後、実際に椿油を絞る体験をして、新聞に学んだことをまとめました。 

小学校５・６年生は、役場の荻野さんを講師として、利島の人口の変化などの話を聞き、未来の利島について考

えました。「将来、帰ってきたい利島」にするための提案を考え、パワーポイントにまとめました。 

中学生は、職種の異なる３人の講師から話を聞くという体験を通して、近年の利島の変容について学習しまし

た。また、ＩＣＴなどの活用や開発計画による利島の未来像について知る事ができました。そのようにして得た知

識から、未来の利島がどのようになるかを話し合い、利島の魅力・良いところを再確認することができました。 

利島の「むかし」「いま」「みらい」を知り、実際に体験することで、より利島に親しみをもって生活してほしい

と思います。学習を通して、子供たちにとって利島が本当の「ふるさと」になってほしいと願っています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ふるさと教育の充実」 

小学校１年担任 根本 季絵  

元気いっぱいな１年生４人は、自分たちで考えた目標の姿に向かって、日々修行中です。普段は、お兄さ

ん・お姉さんに教えてもらったり手伝ってもらったりすることが多いですが、毎朝の清掃、日直の仕事、係活

動など、１年生だけでできることがたくさん増えました。２学期は、運動会や文化祭、ロードレース大会など

の大きな学校行事を経験し、心も身体もぐんと成長しました。特に生活科の「おもちゃまつり」では、“利島保

育園の椿組さんのため”に、おもちゃを考えたり遊び方を優しく説明したりと、お兄さん・お姉さんとして頑

張りました。とても頼もしくて、かっこよかったです。３学期も、目標の姿に向かって、そしてかっこいい２

年生を目指して、一歩ずつ成長できるように、頑張っていきたいと思います。応援、よろしくお願いします！ 

 
めざせ！ 



 

 

学習・進路部 石田 拓海  

 本校における総合的な学習の時間では、学習指導要領の目標における「自己の生き方を考えていくための資質・

能力を育成する」ための取り組みとして、中学校２年生を対象に例年「島内職場体験」を実施しています。しかし今

年度は新型コロナウィルス対策により事業所に赴いて体験する活動が中止となり、代わ

りに島内から様々な職種の９名の方々を講師としてお招きし、仕事人としての様々なお

話をお伺いする機会を設けることができました。 

 事前学習として、『人は何のために働くのか』について考えました。生活していくた

め、家族を養うため、自分自身のキャリアのためと回答は様々であり、そこから自己の

職業選択につながるものとして講師の方々への質問を考えていきました。講演会は３回

にわたって行われ、それぞれ３名ずつお呼びしてお話をお伺いしました。全体質疑とし

て、職業に就いたきっかけややりがいを教えていただきました。職に就いた経緯は様々

ですが、その楽しさや苦労について教えていただくことができ、生徒の進路選択につな

がる機会となりました。その後はグループごとに分かれ、詳細な質問に答えていただき、

職業に対しての知識を深めることができました。  

 中学生の段階で職業について考えることは、早すぎるという声を耳にすることがあります。しかし、現代社会は

めまぐるしく変化し、その変化のなかで生き抜いていく力を身に付ける必要があります。近年、ＡＩ（人工知能）の

発達によって、将来的には現存する職業の内、約５０％の仕事がなくなるといわれています。講師の先生方から得

ることができた仕事に対する思いやこれらの状況を鑑み、生徒は自分自身がこれからどのような能力を身に付けて

いく必要があるのかを考え、備えていく必要があります。 

最後になりましたが、講師の方々におかれましては、ご多用の中、本校にお越しいただき、また中学生のために

様々なご準備とご講演をいただきありがとうございました。人は人のために働いているという考えを根底におき、

自己の生き方について考える活動を中学校は今後も実践し、指導していきます。これからも学校教育へのご理解・

ご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=http%3A%2F%2Fwww.k-work.tv%2Fillust%2Fillfree.html&psig=AOvVaw0HhosReSuil_NnbnNJ2ToM&ust=1607045116787000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCPjz29jWsO0CFQAAAAAdAAAAABAM

